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                               長期研修Ⅱ研修員  髙橋 美保 

 

 
  

ⅠⅠⅠⅠ    主題設定の理由主題設定の理由主題設定の理由主題設定の理由    

 

学校教育法等の一部を改正する法律が、平成 19

年４月１日より施行され、通常の学級に在籍する

発達障害の児童生徒を含め、障害のある児童生徒

に対してその一人一人の教育的ニーズを把握し、

適切な教育的支援を行う「特別支援教育」が全面

実施された。そこで、小・中学校においては特別

支援学級等の担当者だけでなく、通常の学級担任

を含めたすべての教師が特別支援教育に携わるこ

とになった。 

 通常の学級で特別支援教育が行われるようにな

った今、教師には“特別支援教育に対応できる指

導力”が必要とされている。特別な支援が必要な

児童生徒も含めた学級の児童生徒に、「確かな学

力」を保障することが教師の使命であり、特別な

支援が必要な児童生徒にとって分かりやすい授業

ができる力を、“特別支援教育に対応できる指導

力”であると考える。 

 私たち教師は、どの児童生徒にも分かる授業を

目指して授業を構成し、工夫している。しかし、

今、学校を見渡すと、これまで行ってきた指導方

法だけでは学習内容が理解できずに困っている児

童生徒が各学級に数名はいるようである。例えば、

耳からの情報をうまく処理できず、言葉による説

明が理解しにくい児童生徒や、周りの刺激に過敏

に反応して授業に落ち着いて取り組めない児童生

徒、学習課題がつかめず次に何をしたらよいか分

からないでいる児童生徒などである。これらの児

童生徒は、注意の集中や情報の処理などの認知処 

理過程に特有の困難さをもっている可能性があり、

これまでの一斉指導に対して困難さを感じている

と言える。 

そこで、通常の学級に在籍している特別な支援

が必要な児童の特性を把握して、個別の指導計画

を作成し、個々の認知処理様式に着目した支援を

取り入れることによって分かりやすい授業を展開

したいと考え、本主題を設定した。 

 

ⅡⅡⅡⅡ    研究の研究の研究の研究のねらいねらいねらいねらい    

 

通常の学級における国語科と算数科の授業に

おいて、特別な支援が必要な児童に分かりやす

い授業を行うために、個々の特性を考慮し認知

処理様式に着目した支援を取り入れることが有

効であることを、授業実践を通して明らかにす

る。 

 

ⅢⅢⅢⅢ    研究の見通し研究の見通し研究の見通し研究の見通し    

 

１ 特別な支援が必要な児童について、個別の

指導計画を作成することにより、個々の能力、

認知処理などの特性を把握でき、長期目標や

支援の方針を導き出せるであろう。 

２ 個別の指導計画の支援の方針をもとに、認

知処理様式に着目した支援を工夫し、授業に

取り入れることによって、特別な支援が必要

な児童は、落ち着いて授業に参加したり、少

しでも分かったという満足感を得たりできる

であろう。 

 

本研究は、通常の学級に在籍する特別な支援が必要な児童に対して、国語科・算数科に 

おいて分かりやすい授業を行うために、個々の児童に「個別の指導計画」を作成し、それ 

ぞれがもつ認知処理の特性に着目した支援を取り入れて授業実践を行ったものである。認知処

理様式から考えた授業構成の４つの視点をもとに支援を工夫したことにより、特別な支援

が必要な児童は、落ち着いて学習に参加したり、意欲的に取り組んだりした。 
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ⅣⅣⅣⅣ    研究計画研究計画研究計画研究計画（授業計画）（授業計画）（授業計画）（授業計画）    

 

 月 実践的研究の過程 

 ４ 

 

○協力校における児童の実態把握 

○研究課題の設定 

 ５ 

 

○研究推進計画の作成 

○協力校職員アンケート調査 

 ６ ○研究の構想 

研究主題、研究目標等の設定 

 ７ ○第１回授業実践（国語）・授業評価 

 ９  ○第２回授業実践（算数）・授業評価 

10 ○第３回授業実践（算数）・授業評価 

11 ○第４回授業実践（国語）・授業評価 

12～３ ○研究のまとめと評価 

 

ⅤⅤⅤⅤ    研究の内容研究の内容研究の内容研究の内容    

                 

１１１１        授業を構成するにあたっての４つの視点授業を構成するにあたっての４つの視点授業を構成するにあたっての４つの視点授業を構成するにあたっての４つの視点            

これからの通常の学級における学習指導では、

特別な支援が必要な児童への個別支援を工夫した

分かりやすい授業を行うことが求められる。授業

を構成するには、児童の教育的ニーズに応じて、

きめ細かな学習指導が行えるように、児童一人一

人の指導目標や指導内容・方法などを盛り込んだ

「個別の指導計画」を作成し、それを授業に活用

していくことが必要であると考える。 

学級全体の児童を見渡すと、学習全般にわたっ

て遅れのある児童や、情報を処理する力に特有の

困難さがあるため、特定の教科に学習の遅れが見

られる児童などがいる。通常、学習全般に遅れの

ある児童には、つまずいた学年に戻り繰り返しの

学習指導、スモールステップの指導を中心に行っ

ている。しかし、情報を処理する力に特有の困難

さがある児童に対して、同じ指導方法で学力を定

着させようと試みてもなかなか思うような効果が

得られないことがある。なぜなら、発達に偏りが

あるため、個々の特性に合った指導方法で学習指

導をしていかないと、学習内容の理解が難しいか

らである。 

例えば、児童生徒に新出漢字を習得させるため

には、筆順を確認して空書きさせたり、読み方を

知らせたりする。そして、数回または数行書いて

練習させる。多くの児童は、その後何度も漢字を

書いて覚える。繰り返しの指導である。しかし、

何度漢字を書いて練習しても覚えられず、書くこ

と自体が嫌いになってしまう児童がいる。指導方

法が児童の実態と合っていないのである。教師が、

視点を変えて、文字の組み立てに着目した指導を

行うなど、児童の情報の処理の仕方、すなわち認

知処理の仕方を理解して指導を進めないと、児童

には分かりにくいのである。個々の児童に合った

認知処理の仕方に着目して分かりやすい授業を構

成すると、学習内容を理解しやすいと考えた。 

そこで、以下のように、J.P.Das の提唱した４

つの認知処理様式をもとに、児童のもつ困難さか

ら授業構成の４つの視点を考えた。 

(1)(1)(1)(1)    認知処理様式認知処理様式認知処理様式認知処理様式    

 表１（J.P.Das の提唱したＰＡＳＳモデル） 

注：＊１、２・・・Sperry と Luria の研究より、

脳の認知処理には「同時処理」と「継次処

理」の２つの様式がある。通常はこの２つ

はバランスよく発達するが、発達障害のあ

る児童生徒には、大きな偏りが見られるこ

とが多い。 

 

認知処理様式 解  説 

プランニング 

Planning  

提示された情報に対して、効

果的な解決方法を決定した

り、選択したりする認知プロ

セスである。 

注意 

Attention 

提示された情報に対して、不

要なものには注意を向けず、

必要なものに注意を向ける認

知プロセスである。 

同時処理 

Simultaneous 

Cognitive 

Processes  

＊１ 

提示された複数の情報をその

関連性に着目して全体的に処

理する様式で、全体を踏まえ

た考え方ができる。 

例：ジグソーパズルを組み合

わせる。文章を読むときに、

意味的な単位である単語や文

章の全体をとらえる。 

継次処理 

Sequential 

Cognitive 

Processes  

＊２ 

提示された複数の情報を一つ

ずつ時間的な順序によって処

理する様式で、段階的な考え

方ができる。 

例：日本史の年号を機械的に

覚えていく。文章を読むとき

に、一文字一文字を追って読

む。 
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    (2)(2)(2)(2)    認知処理様式から考えた認知処理様式から考えた認知処理様式から考えた認知処理様式から考えた授業構成の授業構成の授業構成の授業構成の４つの４つの４つの４つの視点視点視点視点（表２）（表２）（表２）（表２）    

表れる児童の姿 困難さ 視視視視    点点点点＊＊＊＊    考えられる主な支援    

授業中に教師の指

示が伝わらず、学

習課題に取り組め

ない。課題に集中

できず注意が別の

ものに移る。 

必要なものに注

意を向けること

の困難さ。 

①①①① 注 意 集 中注 意 集 中注 意 集 中注 意 集 中 を 促を 促を 促を 促

すすすす    

気が散らないような学習環境を整える。学習

課題に注意が向くような提示の仕方をする。 

(例)興味・関心のある活動を設定する。児童

の実態に合った座席配置。授業に不必要な掲

示物を取り除く。板書の工夫。  

最初に何をし、次

に何をするか、学

習の順序が組み立

てられない。 

学習や行動の見

通しをもって対

処することの困

難さ。    

②②②②プランニングのプランニングのプランニングのプランニングの

力を補う力を補う力を補う力を補う    

解決方法のモデルやヒントを示す。 

(例)思考の手掛かりとなるワークシート、具

体物、半具体物などを使った操作活動を取り

入れる。 

言葉だけの指示で

は理解しにくい。

文の意味は理解で

きるが、読むこと、

音読が難しい。 

耳からの情報を

処理したり、順に

覚えたりするこ

との困難さ。短期

記憶の困難さ。 

③同時処理の優③同時処理の優③同時処理の優③同時処理の優

位性を生か位性を生か位性を生か位性を生かすすすす    

視覚的・運動的な手掛かりを重視したり、空

間的・統合的な要因を取り入れたりする。 

(例)国語：絵カードを使って漢字の形を覚え

る。算数：筆算の仕方を色や矢印を使って理

解させる。 

文を読むことはで

きるが、書いたり

意味を理解したり

することが難し

い。 

目から入った情

報を一度に処理

することの困難

さ。    

④継次処理の優④継次処理の優④継次処理の優④継次処理の優

位性を生か位性を生か位性を生か位性を生かすすすす    

言語的・聴覚的な手掛かりや時間的・分析的

手掛かりを重視して取り入れる。 

(例)国語：漢字の筆順を、音声言語を使って

説明する。算数：計算手順表を用いて、繰り

上がりや繰り下がりの手順に従って計算す

る。 

＊ 児童の思考の順序に合わせて、「視点」を表１のＰＡＳＳモデルから表２の順に変更した。 

 

２２２２        授業の構想授業の構想授業の構想授業の構想    

特別な支援が必要な児童は、読み・書き・計算

などに困難さをもつことが多いので、分かりやす

い授業づくりの実践は、国語科と算数科で行うこ

ととした。 

    (1)(1)(1)(1)        授業実践計画（全４回）授業実践計画（全４回）授業実践計画（全４回）授業実践計画（全４回）    

協力校の年間指導計画に従って４回の授業実践

を行った。 

(2)(2)(2)(2)        授業構成の４つの視点（表２）から考えた児童授業構成の４つの視点（表２）から考えた児童授業構成の４つの視点（表２）から考えた児童授業構成の４つの視点（表２）から考えた児童

への支援を導き出すまでの流れへの支援を導き出すまでの流れへの支援を導き出すまでの流れへの支援を導き出すまでの流れ    

児童の実態把握から支援を導き出すまでの流れ

を次ページの図１に示す。 

(3(3(3(3))))        単単単単元構想元構想元構想元構想表表表表の立案と様式の工夫の立案と様式の工夫の立案と様式の工夫の立案と様式の工夫         

単元を構想するにあたり、特別な支援が必要な

児童に対する「ねらい」や「支援の内容」を明確

にするために、単元構想表に以下の２点を加えた。    

○ 「支援・指導上の留意点」に「特別な支援が

必要な児童への支援」 

○ 全体と対象児童の評価項目 

((((4444))))        学習指導案学習指導案学習指導案学習指導案の作成と様式の工夫の作成と様式の工夫の作成と様式の工夫の作成と様式の工夫 

学習指導案を作成するにあたり、「特別な支援が

必要な児童」に対して単元及び一単位時間で適切

な支援を行うために、以下の３点を加えた。 

○ 単元全体の「学習の方針及び配慮事項」に「特

別な支援が必要な児童への配慮事項」 

○ 本時における対象児童の個別のねらい 

○ 全体と対象児童の評価項目 
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図１ 児童の実態から支援を導き出すまでの流れ    

    

    

３３３３        授業実践授業実践授業実践授業実践    

国語科、算数科において、それぞれ２単元ずつ

授業実践を行った。単元全体の授業構想を立案し

た後、特別な支援が必要な児童の個別の指導計画

をもとに、認知処理様式に着目した支援を考えて、

授業を再構成した。４回の授業実践のうち第２回

及び第４回について、特別な支援が必要な児童を

取り上げ、実践ごとに実態及び認知特性から導き

出された具体的な支援とその成果、考察について

詳しく述べる。 

 

(1)(1)(1)(1)        算数（算数（算数（算数（第第第第２２２２回授業実践回授業実践回授業実践回授業実践））））    

「位取りが分からない。でも、色分けしたワー

クシートで計算手順はＯＫ！」 

ア 環境設定：広いテーブルを使い、立って具

体物・半具体物を操作でき、場所を移動できる 

ように、多目的教室を授業場所として使用した。

そして、具体物・半具体物を使った「お金（模擬

貨幣）のコーナー」「ブロックのコーナー」「机上

で考えをまとめるコーナー」いつでも指導者と相

談できる「相談コーナー」を設けた。

イ 本児への支援の実際

 

 

 

実 

 

 

態 

 

 

 

 

 

 

 

 

姿 

○「できるようになりたい。」という気持ちが強く、板書をノートに写す作業は自分から進ん

でできる。 

○分からなくても「分からない」と言わず、問題は解き方が分からなくても、機械的に答え

を書き込むことが多い。 

○筆算の位取りの仕組みを

理解できていない。 

○学級全体に出した指導者の

言葉による指示が伝わらず、何

をどうしてよいか分からない。 

○質問することはなく、ただ板

○筆算形式で問題を書くとき

に、位取りが分からない。繰

り上がりのメモを書く習慣が

ついてない。 

視視視視
点点点点

①①①①注意集中注意集中注意集中注意集中をををを促促促促すすすす ②②②②プランニングのプランニングのプランニングのプランニングの
力力力力をををを補補補補うううう

③③③③同時処理同時処理同時処理同時処理のののの優位優位優位優位
性性性性をををを生生生生かすかすかすかす

④④④④継次処理継次処理継次処理継次処理のののの優位優位優位優位
性性性性をををを生生生生かすかすかすかす

支
援
支
援
支
援
支
援
のののの

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

広い学習広い学習広い学習広い学習スペースと、スペースと、スペースと、スペースと、
整った学習整った学習整った学習整った学習環境を用意環境を用意環境を用意環境を用意
する。分からないままでする。分からないままでする。分からないままでする。分からないままで
いる状況を作らないよういる状況を作らないよういる状況を作らないよういる状況を作らないよう
にする。にする。にする。にする。

思いついたことをメ思いついたことをメ思いついたことをメ思いついたことをメ
モし、指導者から言モし、指導者から言モし、指導者から言モし、指導者から言
葉や文の例示を受葉や文の例示を受葉や文の例示を受葉や文の例示を受
けて順序立てて考えけて順序立てて考えけて順序立てて考えけて順序立てて考え
られるようにする。られるようにする。られるようにする。られるようにする。

イメージをもって詩イメージをもって詩イメージをもって詩イメージをもって詩
に表現できるようにに表現できるようにに表現できるようにに表現できるように
する。する。する。する。

支
援
支
援
支
援
支
援内

容
内
容
内
容
内
容

図書室で図書室で図書室で図書室で
の授業の授業の授業の授業

相談相談相談相談
コーナーコーナーコーナーコーナー

付せん紙の活用付せん紙の活用付せん紙の活用付せん紙の活用 先に絵を描いてか先に絵を描いてか先に絵を描いてか先に絵を描いてか
ら詩にら詩にら詩にら詩に表現する形表現する形表現する形表現する形
式の式の式の式のワークシートワークシートワークシートワークシート

個個個個
別別別別
のののの
指指指指
導導導導
計計計計
画画画画

【【【【ＡＡＡＡ児児児児のののの場合場合場合場合】】】】

実実実実
態態態態
把把把把
握握握握

姿姿姿姿
授業中は空想の世界に授業中は空想の世界に授業中は空想の世界に授業中は空想の世界に
入ったり、机上のもので入ったり、机上のもので入ったり、机上のもので入ったり、机上のもので
遊んだりする。遊んだりする。遊んだりする。遊んだりする。

文章を書くことをおっ文章を書くことをおっ文章を書くことをおっ文章を書くことをおっ
くうがる。くうがる。くうがる。くうがる。

文字を書くことより文字を書くことより文字を書くことより文字を書くことより
絵を描くことが好き。絵を描くことが好き。絵を描くことが好き。絵を描くことが好き。

解解解解

釈釈釈釈

何をしたらよいか分から何をしたらよいか分から何をしたらよいか分から何をしたらよいか分から
なかったり興味がなかっなかったり興味がなかっなかったり興味がなかっなかったり興味がなかっ
たりすると、授業と関係たりすると、授業と関係たりすると、授業と関係たりすると、授業と関係
のないことに気持ちがのないことに気持ちがのないことに気持ちがのないことに気持ちが
移ってしまうと考えられ移ってしまうと考えられ移ってしまうと考えられ移ってしまうと考えられ
る。る。る。る。

文字を書くことへの文字を書くことへの文字を書くことへの文字を書くことへの
抵抗感がある。頭の抵抗感がある。頭の抵抗感がある。頭の抵抗感がある。頭の
中で、書く内容をイ中で、書く内容をイ中で、書く内容をイ中で、書く内容をイ
メージしてまとめるこメージしてまとめるこメージしてまとめるこメージしてまとめるこ
とが難しいと考えらとが難しいと考えらとが難しいと考えらとが難しいと考えら
れる。れる。れる。れる。

絵に描くことで自分絵に描くことで自分絵に描くことで自分絵に描くことで自分
のイメージをふくらのイメージをふくらのイメージをふくらのイメージをふくら
ませることが得意とませることが得意とませることが得意とませることが得意と
考えられる。考えられる。考えられる。考えられる。
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＊ 関連の①～④は、Ｐ．３表２「認知処理様式から考えた授業構成の４つの視点」との関連を示す。 

 

ウ 考察 

(ｱ) 児童について 

学級全体の児童は、指導者に声かけをしたり、

友達同士で話し合ったりしながら、問題を解いて

いた。また、相談コーナーや前時までの学習内容

をまとめた模造紙の掲示、広いテーブルの上での

学習活動など、整った環境の中でリラックスして

自分に合った具体物・半具体物を使って問題を解

いていた。本児は、これまで教室の中で友達と話

す姿はほとんど見られなかったが、本単元では、

同じテーブルの児童が本児にアドバイスし、やり

とりしている場面が多く見られた。 

参観者からは、次のような意見が寄せられた。 

○ 「ます目入り位別色分けワークシート」は本

児に有効な手だてであり、位取りを色分けした 

ことで、今まであいまいだった位取りがはっき

りと区別できた。 

○ 「相談コーナー」は多くの児童が毎時間利用

し、だれでも気軽に指導者に質問ができ、有効

なスペースであった。 

○ 毎時間、同じ形でワークシートを利用して学 

習に取り組んだため、児童は安心感があり、前

 

 

 

把 

 

 

握 

書を写していることが多く見

られる。 

 

○問題はいくつあっても答え

は最後まで書くが、繰り上が

りのある加法で解答を適当な

数字で書くなど、考えて計算

をしていない。 

 

解 

釈 

 

数字を見ただけでは、位取

りを分けて書くことが分か

らないと考える。 

一斉指導の中で出した指導者

の言葉による指示では、何をし

たらよいか分からないと考え

る。 

位取りや計算の手順をしっか

りと理解していない。じっく

り考える習慣が身に付いてい

ないと考える。 

＊関連 ①注意集中③同時処理 ①注意集中②プランニング ②プランニング 

 

 

支 

 

援 

  

  

 

ポ 

イ 

ン 

ト 

 

筆算において位取りを意識

させるためには、視覚に訴

えてます目で位を区切り、

位を色分けする必要があ

る。 

指導者の指示を伝えるには個

別の対応が必要である。そこ

で、タイミングよく、適切なア

ドバイスを受けながら筆算の

手順を考えやすくする環境設

定をする。 

自分でできると決めた問題数

で、じっくりと問題に向き合

い正確に答えを出す習慣を身

に付けるようにする。 

内

容 

ます目入り位別色分けワー

クシート 

「相談コーナー」の設置 問題数を自分で選ぶワークシ

ート 

 

 授 

 業 

 の 

 様 

 子 

 

 

位ごとに色分けされたワー

クシートの中に、位を分け

て数字を書けるようになっ

た。今まで授業中は黙って

いたが、一問できると「で

きました。」と指導者に声を

かけてきた。 

毎時間、自分から進んで「相談

コーナー」に来て、模擬貨幣を

操作しながら指導者に支援を

受けると、何度もうなずきなが

ら聞き入れ、周りの児童のアド

バイスにもじっと耳を傾けて

いた。 

解く問題の数を自分で決め、

一問に時間をかけてじっくり

と取り組み、繰り上がりのメ

モを確実に書き、正しい答え

を導き出せた。今まではほと

んど誤答であったが、正解の

丸をもらうとうれしそうにう

なずいていた。 

 考 

 

 察 

 

今までは、位の区別がはっ

きりとつかなかったが、視

覚に訴えることによって、

数には位があることが理解

でき位ごとに計算していけ

ばよいことが理解できた。 

静かな教室では、分からなくて

も「分からない。」と言えなか

ったが、自分から「相談コーナ

ー」に来て指導者とやりとりし

ながら必要な支援が受けられ、

筆算の手順が考えられた。 

自分で問題を解く数を決める

ことで、一問にかける時間が

増え、集中して問題に取り組

むことができた。 
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日にはできなかった筆算の手順を意識しながら学

習できる児童が増え、時間を重ねるごとに筆算の

手順を書けるようになった。 

また、「授業評価の視点」では、本児への支援と

して考えた「『相談コーナー』の設置」「ます目入

り位別色分けワークシート」「問題数を自分で選

ぶワークシート」、もう一人の特別な支援が必要な

児童への支援として考えた「多目的教室の使用」

「見積りのプリント」は、Ａ評価であった。 

学級全体の児童からは、次のような感想があっ

た。 

○ 広いテーブルでみんなと勉強できてよかった。 

○ いろいろなコーナーがあってよかった。 

○ 問題の量を自分で決めてやるのがよかった。 

○ 勉強が分かり、算数って楽しいなあと思った。

(ｲ) 授業全体について 

だれでも「相談コーナー」を利用できることは、 

特別な支援が必要な児童にとって、自分だけが支

援されているという特別感をもたずに、学習が続 

けられたと考える。本単元では、毎時間パターン

を決めてワークシートに学習課題をまとめたこと

により、次は何をするのか指導者に聞くことなく、

自分のペースに従って自主的に問題に取り組むこ

とができた。 

また、練習問題の量を自分で決めることは、計

算に時間がかかる児童、計算が苦手な児童にとっ

ては、負担感がなく問題に取り組めたと考える。

特別な支援が必要な児童には、児童の実態に従っ

て何を支援したらよいか、ねらいをはっきりさせ

て児童が授業に安心して取り組めるように支援を

工夫することが大切である。    

(2)(2)(2)(2)        国語（第国語（第国語（第国語（第４４４４回授業実践回授業実践回授業実践回授業実践））））    

「分からないと不安！でも、付せん紙とクイズ

形式ワークシートで分かるよ」    

 

ア 本児への支援の実際 

 

 

 

実 

 

  

態

  

 

把

  

 

握 

 

 

 

 

 

 

 

姿 

  

 

 

 

 

○国語は好きな教科であり、進んで挙手して発言をする。 

○授業の流れが分からないと不安になる。 

○学習が分かりたい、できるようになりたいという気持ちが強く、思いどおりに学習ができ

ないと情緒不安になる。 

○一斉音読の途中で、読んで

いるところが分からなくな

ったり読めない漢字が続い

たりすると、不安定になる。 

○漢字は定着していないも

のもあるが、本文中の漢字に

読み仮名を付ければ音読は

できる。 

○自分の思いどおりに文字が

きれいに書けないと不安にな

る。特に、授業導入時につま

ずくと、やる気をなくしてし

まうことが多い。 

○クイズが好きで、クイズを出

すと真剣に考えて答える。 

 

 

 

 

 

解 

釈 

学習に少しでもつまずくと

気持ちが不安定になり、学習

に注意が向かなくなる。 

短い時間の中で文字を書くこ

とを意識しすぎると、焦りか

ら不安定になるものと考えら

れる。 

クイズ形式の問題を解くこと

により、注意が持続するととも

に、考えやすくなる。 

関 連 ①注意集中③同時処理 ①注意集中③同時処理 ①注意集中②プランニング 

 

 

支 

 

 

 

援 

 

 

     

 

ポ 

イ 

ン 

ト 

音読の場所が一目で見て分

かるようにする必要があ

る。そのために、読めない

漢字やページのめくりそこ

ないで注意集中が途切れな

いように、すぐに読んでい

る場所が分かり、落ち着い

て本文に戻れるようにす

る。 

書くことに負担がなくなると

不安がなくなり、学習に集中

でき、じっくりと考えられる。

特に、授業にスムーズに入れ

るようにし、意欲を持続させ

る必要がある。そこで、初め

から学習につまずかないよう

にするとともに、認める場面

を設けるようにする。 

本児の注意を持続させるため、

興味・関心のもてるワークシー

トを作成する必要がある。そこ

で、本児の好きなクイズ形式で

ワークシートの問題を作成し、

本児のペースで学習を進めら

れるようにする。 
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支

 

援 

  

内 

 

容 

 

漢字に読み仮名を付け、教

科書のページ分を一枚の紙

につなげ、学習部分が一目

で視覚に入るように折り、

クリップで留めた教材文 

キャプション（写真の説明）

を書いた付せん紙 

 

本児用クイズ形式ワークシー

ト 

 

 

 授 

 業 

 の 

 様 

 子 

 

 

 

読み仮名付き教材文を使い

ながら音読したところ、皆

の音読ペースに合わせて音

読することができた。一目

で音読箇所が見渡せる一枚

の教材文で、読んでいる場

所が分からなくなることが

なかった。 

写真から情報を読み取り、ワ

ークシート上で写真と付せん

紙に書かれたキャプションを

すぐに一致させることがで

き、笑顔が見られた。さらに、

代表で前に出て、黒板にはっ

てある写真と一致するキャプ

ションを選び、正解であるこ

とを皆に認められると、さら

にうれしそうにしていた。 

学級全体用と本児用の２種類

から自分に合ったワークシー

トを選ばせたところ、クイズ

形式のワークシートを選ん

だ。第一問は指導者から出し

たヒントで答えを書き出し

た。つまずくことなく、最後

の問題まで、しっかりとした

字でワークシートに答えを書

き、発表することができた。 

 

 

 考 

 

 

 

 

 

 察 

視覚から入る余分な情報は

思考の妨げになる。学習意

欲のある本児にとっては、

教材文で読み仮名が確認で

きたり、教材文を本時の学

習箇所のみ見られるように

したりしたことで、集中で

きる環境が整い、落ち着い

て学習に取り組めたと考え

る。 

授業の初めに、活躍場面を作

ることで、一時間の授業の取

組が違う。短時間で書くこと

が苦手な本児の実態から、あ

らかじめ指導者が付せん紙に

キャプションを書いておくこ

とで、本児が書くことを必要

最小限にとどめた。そのため、

負担感が減り、注意集中が持

続したと考える。 

クイズ形式のワークシートを

自分で選び、一問できるごとに

「できた。分かった。」という

声を指導者にかけた。正解であ

ることを確かめながら問題を

解き進めていくうちに、最初は

不安そうであった表情が笑顔

になった。本児は「クイズ形式

であれば問題が解ける」という

自信をもって読み取りを進め

ていき、集中しながら学習に取

り組んだ。児童の実態に合った

ワークシートを準備すること

は有効であると考える。 

 

イ 考察 

 (ｱ) 児童について 

内容の読み取りのワークシートは、２種類用意

した。一つは本文と写真を手掛かりに読み取るも

の、もう一つは、読み取る内容を本文と写真を手

掛かりにクイズ形式にしたものである。２種類の

ワークシートのどちらを使ってもよいことを児童

に伝えたところ、本児を含む 13 人の児童は後者を

選んだ。 

参観者からは、次のような意見があった。 

○ 本児の座席を一番前にしたことで、指導者と

のコミュニケーションが取れ、落ち着いて学習

に取り組めた。 

○ 本児のために用意したクイズ形式のワークシ

ートは、他の児童も自分から進んで使い、読み

取りの手だてとして有効であった。 

○ キャプションを書いた付せん紙を用意し書く

負担感を減らしたことで、本児に余裕が生まれ

た。また、黒板に写真と照らし合わせてキャプ

ションを正しくはり、活躍の場があったことが

学習意欲につながった。  

また、「授業評価の視点」では、本児への支援と

して考えた「漢字に読み仮名を付け教科書のペー

ジ分を一枚の紙につなげ、学習部分が視覚に入る

ように折り、クリップで留めた教材文」「キャプ

ションを書いた付せん紙」「本児用クイズ形式ワー

クシート」もう一人の特別な支援が必要な児童へ

の支援として考えた「内容のまとまりごとに５枚

のシートに切ったワークシート」は、Ａ評価であ

った。 

学級全体の児童からは、次のような感想があっ

た。 
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○ ワークシートが一つだけでなく、自分に合っ 

たワークシートを選べてよかった。 

○ 読み仮名付きのプリントがあってよかった。 

○ 文字盤に粘着ブロックをはった時計があった

ので、いつまで書いていてよいかが分かった。 

(ｲ) 授業全体について 

特別な支援が必要な児童が、学習につまずいて

不安になると、学級全体に影響することがある。

そこで、本児のもつ学習意欲の高さに着目し、本

児が困らないように読み仮名付きのプリントや付

せん紙を使って支援した。このことにより、本児

は授業中落ち着いていられ、学習意欲が持続した。

静かで考えを集中できる環境にあったため、学級

全体の児童も学習への注意集中が持続した。 

また、特別な支援が必要な児童に用意したプリ

ントやワークシートは、学級の半数ほどの児童が

「利用した。」と感想に書いていたことから、他の

児童にも有効であったと考える。 

 

ⅥⅥⅥⅥ    まとめと今後の課題まとめと今後の課題まとめと今後の課題まとめと今後の課題    

    

１１１１    まとめまとめまとめまとめ    

 特別な支援が必要な児童にとっての分かりやす

い授業づくりについて、授業実践の結果をもとに

以下の三点から述べる。 

○○○○    「個別の指導計画」「個別の指導計画」「個別の指導計画」「個別の指導計画」のののの作成作成作成作成とととと活用活用活用活用    

授業実践に当たり、特別な支援が必要な児童一

人一人の「個別の指導計画」を作成した。「個別の

指導計画」は学年ごとに作成され、①様々な観点

から児童の実態を把握する、②長期・短期目標を

立てる、③支援の方法を考える、④実践する、⑤

評価する、という一連のサイクルを繰り返しなが

ら、学期ごとに修正していくものである。 

今回の授業実践では、「個別の指導計画」は、 

担任・学校支援員・特別支援教育コーディネータ

ー・校内委員会の構成メンバーからの聞き取り、

話合い、指導者の授業観察をもとに作成した。「個

別の指導計画」を作成したことで、指導者・担任・

学年主任が対象児童の特性を把握でき、共通理解

しながら個々の児童に合った分かりやすい授業を

実践できた。担任が変わっても、「個別の指導計画」

で情報をつなげていくことが大切である。 

○○○○    認知処理様式に着目した支援認知処理様式に着目した支援認知処理様式に着目した支援認知処理様式に着目した支援    

今まで、自分で行ってきた指導は、認知処理様

式に着目した授業構成の視点をもたない授業であ

った。そのため、一様に繰り返しやスモールステ 

ップでの指導など、学級全体に同じ手だてで対応

してきた。しかし、児童によっては思ったほどの

学習効果が得られないことがあった。 

今回、自分が初めて特別支援教育を研究してみ

ると、特別な支援が必要な児童の中には、個々の

認知処理の特性に応じた支援を考えていかなけれ

ば学習はなかなか定着しない児童がいることが分

かった。国語の授業実践では、詩をつくった。書

くことをおっくうがる本児には、同時処理の優位

性を生かして、得意とする絵に詩のイメージを表

してから詩に表現する支援を考えた。すると、何

の抵抗もなく自分のイメージを絵から詩に表現す

ることができた。また、注意集中を促したりプラ

ンニングの力を補ったりする視点として、学習環

境への配慮も重要であった。例えば、前時までの

学習内容がまとめられてある模造紙が順序良く掲

示され、必要に応じて見に行ける環境、特別な支

援が必要な児童が落ち着いて学習できる座席の位

置、作業を伴うために必要な広い教室スペースと

広い机の使用などである。 

認知処理様式から考えた授業構成の４つの視点

は、特別な支援が必要な児童の実態に即した、分

かりやすい負担感の少ない授業を実現すると言え

る。なぜなら、今回の授業実践で対象となった特

別な支援が必要な児童からは、各授業とも「勉強

が楽しかった。勉強が分かりやすかった。」という

感想が多く、また、各授業における個々のねらい

が達成できたからである。 

＊授業実践の中で有効であった支援をまとめると

次ページの表３のとおりになる。 

○○○○    特別な支援が必要な児童への支援特別な支援が必要な児童への支援特別な支援が必要な児童への支援特別な支援が必要な児童への支援と他のと他のと他のと他の児児児児

童童童童への支援への支援への支援への支援    

特別な支援が必要な児童への支援は、解決のモ

デルやヒントを示したり、視覚的・運動的な手掛

かりを重視したり、言語的・聴覚的な手掛かりを

重視したりする丁寧な支援である。例えば、国語

の授業実践では、ワークシートを特別な支援が必

要な児童の実態に合わせて学級全体用、個別用を

２種類の計３種類準備したところ、学級の半数近

くの児童が、個別用ワークシートを使った。また、

詩の題材を集めるために、休み時間に対象児童と

題材を探しに校庭へ出かけてデジタルカメラに写

した写真は、他の児童が題材を考える一つの素材

となった。さらに「相談コーナー」の設置は、特

別な支援が必要な児童が困ったときに気軽に利用

できるコーナーとして設置したが、だれでも困っ

たときには、解決のヒントを得られる場所となっ

た。特別な支援が必要な児童に、一人だけ集中指    
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表表表表３３３３     【【【【授業実践授業実践授業実践授業実践においてにおいてにおいてにおいて成果成果成果成果のあったのあったのあったのあった支援一覧支援一覧支援一覧支援一覧】】】】

                    

導をする、一人だけ違うワークシートやプリント

を用意することなく、個を尊重しながら支援する

ことができた。他の児童から見ても、特別視を生

じさせないで済んだ。指導者の少しの手間と工夫

で、様々な児童のもつ学習の困難さに対応できる

よう授業構成をすることが大切である。                                              

    

２２２２    課題課題課題課題    

今回の授業実践は、国語科と算数科の２教科で

行ったものである。教師は、全教科・領域におい

て特別な支援が必要な児童にとって分かりやすい

授業を保障していく責任がある。したがって、今

後は、４つの認知処理様式をもとに、全教科・領

域で授業を実践していく必要がある。特に、技能

教科である体育科、音楽科、図画工作科での授業

実践は、国語科や算数科の支援とは異なった支援

を工夫していかなければならないと考える。 

 

視 点 分 類 具 体 的 な 支 援 内 容 

①注意集中を

促す    

教室環境    ・特別教室の利用［図書室、多目的教室］ 

・相談コーナーの設置＊②とも関連    

・座席の位置 

・扇形の机配置 

・補助机の活用 

・キャプションを書いた付せん紙＊③とも関連 

教材・教具    ・ワークシートの拡大版を黒板に示した工夫 

・漢字に読み仮名を付け、教科書のページ分を一枚の紙につなげ、学習 

部分が一目で視覚に入るように折り、クリップで留めた教材文＊③と

も関連 

・クイズ形式ワークシート＊②とも関連 

・ます目入り位別色分けワークシート＊③とも関連    

②プランニン

グの力を補う 

 

 

    

教材・教具 

 

・付せん紙の活用 

・毎時間同じパターンで示した板書内容とワークシート 

・問題数を自分で選ぶワークシート 

・計算の見積りをするためのプリント 

教室環境 ・前時までの学習内容がまとめてある模造紙の掲示    

③同時処理の

優位性を生か

す    

教材・教具 

 

 

・絵を描いてから詩に表現する形式のワークシート 

・詩の題材選びにデジタルカメラで撮った写真を活用 

・直角を確認した後にはるシール 

教室環境 ・授業の目当て、流れの掲示 

・粘着ブロックをはった時計の活用 

④継次処理の

優位性を生か

す 

教材・教具    ・作業工程を分割して一枚ずつの絵で示す 

・内容のまとまりごとに５枚のシートに切ったワークシート 

発問 ・クイズ形式の発問 

その他    教材・教具    ・滑り止めをはった三角定規 

・両面印刷プリント〈片面のみ漢字読み仮名付き〉    


